
 

 

 

 

その選択を通じてどのような経験を獲得したか  

 

 

 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3 月 1 日の中日新聞朝刊に興味深い記事

が載っていました。橋北中のキャリア学習では，

「これからの世の中は単線ではなく複線だったり，

違う線路へ乗り換えたりすることが普通になる。

つまり，判断する，選択する機会が多くなる。」

という話をしてきました。まさに，それを裏付ける

データです。 

これまでは，失敗したらやり直しのしにくい世の

中でしたが，今は，比較的チャンスが用意され

ているとのこと。 一つの会社で退職まで働けるか 
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※2010～17年に入社した人を対象に行ったリクルート

ワークス研究所「全国就業実態パネル調査」（21 年）から 



どうかが不透明な中，「試してみて，そこで考える。」という働き方（生き方）が定着しつつあるようです。

予測困難な世の中・・・というと不安ばかりが頭によぎりますが，決まった答えがないからこそ，「試すこと

ができる柔軟さもある。」ということですね。 

「新しいあたりまえ」について，大人もアンテナを高くし，自分の古いモノサシ（経験）だけで判断する

ことのないように，気をつけていかなければなりませんね。 

 

                        卒業式を間近に控えた橋北中の様子をご覧あれ。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

3 月 4 日(土)に，四日市市民公園でウクライ

ナチャリティイベント「Stand with Ukraine」が

開催されます。本校でウクライナ文化についての 

授業をしてくださったア

ンナさんが主催するイ

ベントで、本校音楽

部がステージ発表する

ことはもちろん、ボラン

ティアとして他の生徒

たちも参加します。興

味のある方はぜひ，

お立ち寄りください。 

  

  

 
  

2 月２１日（火），今年度最後の学校運

営協議会が開催されました。学校自己評価の

結果と考察，今年度の成果と課題について話

し合いました。 

 ＊キャリア教育文科大臣表彰，この成果を今後も

継続していくために地域も協力していこう。 

＊生徒の自主性が育ってきているように思う。小規

模校でも負けない取り組みのおかげ。 

 ＊学校・家庭・地域のチーム感を高めていきたい。

地域がもっと係わりやすい学校，敷居の低い学

校にしていきましょう。 
 

などのご意見をいただきました。  

第５回 学校運営協議会
コミュニティスクール

 
ウクライナチャリティイベント 

in 四日市 

保健室前の花壇 

3年生 カウントダウンカレンダー 

図書室前の掲示とおすすめ本の紹介 全校生徒の寄せ書き（メッセージ） 


